
 

木三郎４ 在来軸組工法木造一貫処理システム 

保有水平耐力計算（平面傾斜・スキップ）基礎計算まで 
 

・軸組工法木造住宅（４階建てまで）及び、１階ＲＣ造／Ｓ造の混構造住宅における木造部分の許容応力度設計に 

よる構造計算を行います。『木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版)』に準拠 

・水平構面にて、剛床確認後、各部材の荷重変形曲線より、塑性率を求め、Ｄｓ(構造特性係数)を算定、必要保有 

耐力を計算、両方向の保有水平耐力を算定する。接合金物は応力解析により算定 

・基礎梁・布基礎・べた基礎の設計までの一貫処理計算（布基礎の偏心・人通口の設定考慮） 

・スキップフロアの解析 各ゾーンを指定ゾーン毎に階高を入力、ゾーン別に解析判定 

・解析スパン数：Ｘ・Ｙ方向共、５０スパンまで解析（オプション１００スパン用） 

・荷重拾いに根太レス合板用対応・追加地震力入力によりエレベーター荷重など対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木三郎４の特長 
●保有水平耐力計算より、軒高９ｍの制限を外した大型木造建築物のルート３の設計が可能（オプション対応） 

●壁面材（大壁・真壁）及び床面材・勾配屋根水平構面の許容せん断耐力詳細計算  

●平面斜め壁に対応・柱のグリット位置の変更が可能（壁の剛性・軸力考慮） 

●複合屋根形状の対応・複数の寄棟・切妻・陸屋根の混合、別高さ屋根、下屋など配置により荷重拾い 

●２次部材（垂木・母屋・棟木・根太・間柱・耐風梁）、基礎（布・べた）の設計（個別処理にて計算処理） 

●品確法に対応（耐震等級・耐風等級・耐積雪等級）を等級指定し計算を行う 

●柱頭柱脚接合部の引抜力の計算はＮ値計算法に準拠した(耐力壁の両加力の短期許容せん断力を考慮)計算処理 

●梁上耐力壁の剛性低減係数を建物形状より自動計算処理する 

●土台・めり込みの検定 長期・短期 柱脚にめり込み防止プレート・間柱(添え木)等の選択可 

●出力ページの削減 水平構面の構造計算を省略できる条件の計算出力により出力削除 

木造４階建て一貫処理の流れ 

水平力に対する検定 
 

偏心率・ねじれ補正 

 

鉛直構面の負担水平力の検定 

 

水平構面の負担水平力の検定 

柱の長期／積雪時軸力 

 

柱・梁・桁・胴差の設計 

 

柱頭柱脚接合部の引抜力の計算 
 

保有水平耐力計算 

基礎梁・べた･布基礎の設計 

 

２次設計(剛性率・偏心率の計算) 

平面斜め形状に対応 

複合屋根の形状に対応 
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保有水平耐力計算の概要（木三郎４の計算）  
●計算概要 

耐力面材に関する標準骨格曲線を入力（直接入力による標準骨格曲線を登録可能） 

 標準骨格曲線は、日本建築防災協会発行『木造住宅の耐震診断と補強方法』基準書に掲載(マスタ登録) 

 各耐力面材の骨格曲線を通り単位で集計後、方向別に集計する。 

 剛床仮定に基づき、各構面の荷重変形関係の累加を層の荷重変形関係とし、以下により保有耐力計算及び 

 必要保有耐力を算出する。 

 １層の荷重変形関係を、エネルギー等価な完全弾塑性モデルに置換する。 

 ２等価な完全弾塑性モデルの終局耐力を当該階、当該方向の保有水平耐力とする。 

 ３等価な完全弾塑性モデルの塑性率μを用いて次式の構造特性係数Ｄｓを算出 

        Ｄｓ＝１／sqrt（2μ－１） 

 ４次式により必要保有水平耐力を算出する      Ｑｕｎ：当該階当該方向の必要保有耐力 

        Ｑｕｎ＝Ｄｓ・Ｆｅｓ・Ｑｕｄ    Ｆｅｓ：各階の形状特性係数 

                          Ｑｕｄ：地震力によって各階に生じる力 

見やすい出力 
計算及び出力内容 

●水平力に対する検定 

(令 46 条による壁量計算) 

耐力壁の配置と有効壁長 Ld 及び Piの算定 

●水平力に対する検定(許容応力度計算) 

地震力・風圧力の算定 

鉛直・水平構面の許容耐力と剛性の算定 

偏心率の計算・ねじれ補正の計算 

壁量・充足率の検討(地震時・風圧時) 

鉛直構面の負担水平力に対する検定 

水平構面の負担水平力に対する検定 

(地震時・風圧時) 

長期軸力計算表・伏図 

水平力による軸力・引き抜き力伏図 

柱の断面算定・検定（全断面） 

土台のめり込み計算長期・短期 2017 年版 

梁.桁.胴差の断面算定・検定・耐力比 

柱・梁.桁.胴差の自動・指定グル-ピング 

柱頭柱脚接合部の引抜力の計算(Ｎ値計算

法に準拠した方法）・柱金物配置伏図 

筋かいの負担水平力による応力割り増β 

層間変形角・剛性率の計算 

耐力部材の標準骨格曲線 

各方向の荷重－変形関係曲線 

降伏点及び剛性・終局耐力及び塑性率 

保有水平耐力の判定 

基礎梁・べた基礎・布基礎一貫処理出力 

壁面材（大壁・真壁）床面材・勾配屋根水

平構面の許容せん断耐力詳細計算及び出力 

 

 

 

構造計算書 

終局耐力及び塑性率及びＤｓ(構造特性係数) 


